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序章
台湾は歴史的にも学歴を重んじる風土が強く、また近年のグローバル化の流れ において、良
い職業を得るためにはより高い学歴を積 む必要があるという信念 が強まっている。そのため、
2014年度の就学率は学齢児童で97.78%1、中等教育後期学校への進学率は99.52%2、大学
への進学率は96.29%3となり、従来の「升學主義(学歴社会)」にますます拍車がかかっている。
また、学歴偏重の社会風潮で子どもの受験勉強や成績 ばかりが重視 され、子どもの心身問題 は
おろそかになり、深刻な逸脱行動が社会的に問題となっている。特に1994年、青少年の 自殺事
件が頻繁に起こり、青少年の心身問題 に社会的関心が向けられるようになった。(教育部生命教
育學習網、2015)5。「国立台中第二高級 中学(中学校)の中学生が学校で首 吊り自殺」「台北市
第一女子高級 中学(女子高校)の生徒が練炭 自殺 」「嘉義 中学校の女子学生と基隆のある高校
生が入水 自殺」「学校の階段で男子高校生が首 吊り自殺」という事件が起きた(教育部生命教育
學習網、2015)5。
1997年、教育廉(日本の文部科学省に相 当)陳英豪磨長は 「命」を認識 し、尊重し、大切 にす
ることを目的とした「生命教育」の概念を提唱した。これは幅広い教育現場において様 々な実践
が展開されるきっかけとなった(黄徳祥 ・呉沐馨 ・李真文・羅寳鳳 ・林香河 ・林進材 ・魏麗敏 ・張匂
銘 ・李珊喩、2015)6。ただし、この生命教育の取り組みも順調に展開したわけではない。1999年
8月末まで台湾政府は行政の弊害の排除と行政の簡素化 ・効率化を図るため、教育廉を教育部
(日本の文部科学省 に相 当)に変更した。そのため、生命教育の計画がその時 に一時停止した
(王幸委、2008)7。1999年教育部元部長曾志朗は《生命教育 一教改不能遺漏的一環》において
「教育の改革は制度面だけではなく、教育の理念 ・方針を変更する必要がある。子どもは思考力
と判断力を培い、人格 の完成と正義感を持つことが可能である。そして、生命教育の指導によっ
て、学校の教育活動全体を補充し統合することができる。そのため、生命教育は知育偏重の教
育改革の核 心である」と指摘した(王幸委、2008)7。さらに、2001年子どもたちの潜在能力や社
会的適応能力を発展させ、生活 に応 じた学習環境へと改善すること目的として、「国民 中小学
九年一貫課程綱要」を提 出し、2003年から台湾全国で実施された(教育部、2003)8。
「国民中小学九年一貫課程綱要」では、子 どもたちに必要な基本的な能力の育成について、
基本能力を 「瞭解 自我與獲展潜能(自 己理解と潜在能力の発展能力)」「欣賞、表現與創新
(楽しみ、表現と新しく創造する能力)」「生涯規劃與終身學習(生 涯設計と生涯学習の能力)」
「表達、溝通與分享(表 現と相互コミュニケーションの能力)」「文化學習與國際瞭解(文 化学
習と国際理解の能力)」「規劃、組織與實践(計 画、組織 と実践の能力)」「運用科技與資訊
(科学技術と情報を運用する能力)」「主動探索與研究(主 動的探索と研 究の能力)」「濁立思考
與解決 問題(独自思考と問題解決の能力)」の十項 目設定し、それらを 「十大基本能力」とし
た(教育部、2003)8。また、小学校 ・中学校における科 目を 「語文(言語)」「健康與髄育(健康 と
体育)」「敷學(数 学)」「社會(社 会)」「藝術與人文(芸 術と人文)」「自然與生活科技(自然 と
生活科学技術)」および 「綜合活動(総 合活動)」という七大 「学習領域」から成 り立っている(教
育部、2003)8。生命教育は「学習領域の綜合活動」として位置付けると示した(教育部、2001)9。
台湾政府 は、小学校教育の基礎段階としての幼児教育を重視 し、生命教育の対象を幼児期
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にも広げた「生命教育中程計書(99至102年)(生命教育の中程推進計画2010-2013)」を策定
した(教育部 、2010)10。同計画では、各 自治体は幼児園iの教諭の生命教育養成講座を実行し、
幼児 向けの生命教育の教材を多様的に開発することが求められることとなった。また、教育部の
2014年一2017年の生命教育の実施計画では、生命教育を幼児園全体の活動を通して行うという
ことも示され、生命教育が台湾の幼児園全体で取組むべき課題として位置づけられることとなっ
た(教育部、2014)11。
以上のように、台湾では2000年代初等より顕在化した様 々な青少年の問題を解決することを
目的として「生命教育」が提言され、当初は小 中高等学校を対象として取組まれることとなった生
命教育は、その後、学齢期の準備段階としての幼児期にまで幅が広がり、幼児園でも積極的な
取り組みが見られるようになっている。
そこで本研 究では、台湾の中でも先進的な生命教育実践を行っている新北市の教育委員会
が主導する『二人組』を用いた教育実践を紹介 し、その実践構造の分析を行い、効果 的な幼児
期の生命教育のあり方 について検討することを目的とする。
i1949年以降、台湾 に於ける幼児教育の施設 は託児所 と幼稚園であった。内政部(日本の厚生
労働省 に相 当)が管轄する託児所は生後1ヶ月から6歳未満の乳幼児を対象 に、教育・保育を
提供していた(劉郷英・林佳芥 ・洪福財、2015)。教育部の管轄(日本の文部科学省 に相 当)する
幼稚園では、4歳以上から小学校入学までの幼児を対象 に、教育を提供していた(劉郷英 ・林佳
券・洪福財、2015)。ただし、多くの託児所は幼稚 園のカリキュラムにならい保育 ・教育内容を企
画し、推進してきた(劉郷英 ・林佳芥 ・洪福財、2015)。2012年1月1日「幼見教育及照顧法」によ
り、託児所と幼稚園が統合され、「幼児園」になった(洪福財、2014)。
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第一章 台湾に於ける生命教育の現状と課題
生命教育の概念は広く、単一の領域に収まるものではなく、幅広い領域で行われている(溜停
樺、2013)12。そこで第1節 では、教育部(文部科学省に相 当)がi提出した生命教育の指導要領
を概観しながら、生命教育の対象とはどのようなものか明らかにしていく。また、台湾 に於ける生
命教育については、すでにいくつかの実践的な研究が行われ、また、そこでの課題も明らかにな
っている。そこで、第2節 において台湾 に於ける生命教育の研究動向を傭轍しながら、次に教育
分野の専門家が述べる幼児期 における生命教育の課題 について示す。さらに第3節では、台湾
の幼児教育 において指導的役割を果たしている鄭端容 による生命教育要領を示し、台湾にお
ける保育 ・幼児教育が抱えている生命教育の課題を乗り越える可能性について論じる。最後、第
4節において本稿の課題を述べる。
第1節:台湾 に於ける生命教育の現状
壷濁省教育磨(文部科学省 に相 当する)磨長陳英豪が台湾の教育問題を改善するために、
壷濁省教育廉は「台溝省 國民中學推展生命教育實施計書(台湾中学校の生命教育実施計画)」
を提出した(台濁省政府教育磨、1988)13。当時、生命教育のねらいは、以下にあげる4点として
まとめられる。
①生徒は生命の連続性や有 限性などを理解し、自分の命を大切 にする。さらに、前向きな姿勢
6鵠 織 凱 磁 つつ短所を改めて長所を臆
③社会的スキルを向上し、人々がお互いに支え合う。
④生徒に確かな生き方を導き、健全な人格を育成する。
2000年曾志朗を教育部の部長に就任し、台北市教育局(日本の教育委員会 に相当する)は
「生命教育實施計書(生命教育実施計画)」をi提出した(教育部、2000)14。この生命教育のねら
いは、生命の連続性や有限性などを理解 し、自分の命を大切にするということが「1988年中学校
の生命教育実施計画」におけるねらいと、ほぼ同じものである。だだし、従来抽象的な表現に留
まっていた「ねらい」は、より具体的に述べられ、さらに「自然環境 に親しみ、接すること」という環
境のかかわりについてのねらいが付加された。特に、本稿と関わりのある社会的スキルについて
は、「人々が互いに理解し、支え合い、さらに良好なコミュニケーションを取る」、「自分 自身につ
いては 自分の特徴を知るだけではなく、自信を持ちつっ、自分のありのままを認める」ことが付加
されている。
2001年子どもたちの潜在能力や社会的適応能力を発展させ、生活に応じた学習環境へと改
善するため、生命教育が「学習領域の綜合活動」に付加された(教育部、2003)8。「国民中小学
九年一貫課程綱要の学習領域」において「綜合活動」における生命教育のねらいは「生命の連
続性や有限性などを理解し、自分 ・他人の命を大切 にする」である(教育部、2003)8。
さらに2010年教育部は、「生命教育 中程計書99至102年(生命教育の中程推進計画
2010-2013年)」を提出した(教育部、2010)10。生命教育の中程推進計画におけるねらいは生徒
に生命 の大切さを理解させることだけではなく、生命の意義 ・目的を考えさせるというものである。
5
また、知識 ・技能の習得、及び社会的スキルを向上することも目指している。学校生活の中で生
徒の悪いことや良いことを判 断する能力を培 い、倫理を実践する。かつ、以上の能力を培うため、
学校は教育方法の多様化 に対応する環境を作ることとする。
以上より、1990年代に頻発した青少年の心身問題への対応を目的として計画された生命教
育は、1999年当初の一時的停滞を乗り越え、2000年に生命教育実施計画を改めて提出し、学
校教育において施行された。また、義務教育と幼児教育が円滑に接続し、一貫性を確保するた
め、幼児期における生命教育をも重視するような展開が見られた。
そして、そこで取り上げられた生命教育の対象は、いわゆる、命を学ぶ、という側面に限って言
えば、自然環境 に触れる「環境教育」と言うことも含まれる。しかし、生命教育は青少年の心身問
題 に対応しているため、環境的な側面と言うよりも、社会的スキルを高めることを目的としたもの
であった。
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第2節:幼児期における生命教育の課題
絵本を媒介とした生命教育
幼児期の生命教育が注 目されるとともに、どのように幼児 に指導するかという問題が浮上した。
この問題を解決するため、幼児園の教諭の生命教育の養成講座生命教育において絵本を通し
て生命教育を指導するという方法が紹介された(黄玉純、2013)15。また、生命教育用の絵本を作
った絵本作家 は、子どもの立場に立ち、子 どもの興味に応じた物語を作り、絵を描いた(張湘君 ・
葛碕霞、2000)16。張湘君は、その生命教育用に作られた絵本を子 どもが読むと、思いや り・人と
互いに支え合いの心や行為を培うことができると指摘した(張湘君 ・葛碕霞、2000)16。これをきっ
かけとして、多くの幼児教育の専門家は、生命教育の教材 として「絵本」を推薦 し、多くの現場で
絵本を通した生命教育実践が展開されることとなった。2000年台北市教育局は《與生命有約 一
幼見生命教育統整學(幼児 向けの生命教育の指導方法)》という本を出版した(墓北市立師院
實小、2000)17。その本は幼児 向けの生命教育に関する絵本集を整理し、そこで指導方法を詳し
く述べた。その指導方法とは、絵本を読み聞かせた後、絵本 の内容 にそった活動を展 開し、最
後 に学習単(宿題)を出し、そこで子どもの理解度を確認するという方法であった。それとともに、
張湘君・葛碕霞も生命教育に関する絵本を整理し《在童書創意教學 一生命教育一起來》を出版
した(張湘君 ・葛碕霞、2000)16。その後、幼児向けの生命教育に関する絵本や絵本集が相つい
で出版 され、幼児園に普及していっだ'。
集団討論を介した社会的スキルの育成
これまでの所で、幼児期 における生命教育の社会的スキルの実践事例 として、絵本の読み聞
かせを中心とした指導方法について紹介した。こうした絵本 の読み聞かせを用いた生命教育実
践の多くで、読み聞かせ後 、集団討論(クラス全員 の討論会)が行われている。集団討論では、
子どもに絵本の内容や子ども自身の経験などを聞いていく。そして、集 団討論の後、絵本に関
する内容 にそった活動を実施する。以下では、幼児期 における生命教育の社会的スキルに関す
る5つの実践研究 について検討する。
黄玉純(2013)15は1.よりよい人間関係を培う、2.問題解決の能力を培う、3.助け合う能力を培う
ことを目的に絵本を通した生命教育実践を報告している。その実践方法(表1)はまず、《いたず
らうさぎ テイビイー とっても友だちなんだもん》1'1という絵本を読み聞かせ、集団討論を行う。集
団討論では絵本 についての喧嘩の原因、仲直りの原 因、喧嘩の悪い点、仲直りの良い点を子 ど
もに考えさせた。その後、絵本の主人公として役を演じた。これが終わると、ほかの一冊の絵本を
読み聞かせ、同じ方法で実践した。その結果、子どもは絵本 に関する内容や主人公のしたことを
よく話し合うことができていた。ところが、実際の保育場面では、子どもの助け合う行為などはみら
れなかったと示している。
ii劉清彦 ・郭恩恵(2003)《圖書書中的生命花園》宇宙光 出版社 ・呉庶深ら(2007)《生命真精彩
有敷運用圖書生命教學》三之三文化 出版社 …(台濁出版訊網 、2015)。
111うさぎのデイビーと友達エデイは喧嘩したが、お互いのすごいところを見っけて仲直りした。
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このように、絵本 の読み聞かせ は、討議場面では一定の効果があるように思われるが、実際の
生活場面には反映しにくいという問題 点がある。
表1黄 玉純(2013)15の実践方法
絵本の読み聞かせ → 集団討論 → 活動
さらに洛姪華(2013)12は、1.子どものよりよい人間関係を培う、2.仲の良い友だちという意義を
理解する、3.積極的 に友だちと支え合うことを目標に、黄玉純(2013)15とは異なる"デジタル絵本"
を用いた生命教育実践を行った。その実践(表2)では、デジタル絵本匪vの半分を読み聞かせ、
子どもにその絵本の内容 を考えさせた。また、子 どもが考えたことを描いた後 、教諭 はデジタル
絵本の次の内容の読み聞かせを行った。その上で、集 団討論を行い、最後 に宿題をだすという
手続きが取られている。宿題の内容は 自分と仲の良い仲間の名前やその仲間の好きなところな
どを描くことである。その結果、絵本の読み聞かせ後 、子どもが集団討論のなかで、言葉で自分
の気持ちや言いたいことを表現できたことを明らかにした。しかし、黄玉純(2013)15の結果と同様
に、実際の生活のなかでは、支え合う行動 は観察されなかった。
表2溜 姪華(2013)12の実践方法
デジタル絵本 の半分を読み聞かせる → 絵本に関する次の内容を考えて描いた → デジタ
ル絵本の後半を読み聞かせる → 集団討論 → 宿題
上記のような、絵本の読み聞かせ が集団討議場面での積極的な発言を増加させるのに対して、
実際の保育場面で展 開されないという姿は張家綾(2007)18の実践 にも見られている。張家綾
(2007)18によると、こうした絵本の読み聞かせを行ったとしても、実際の子どもの行動 は家庭生活
や、保護者の性格の影響を強く受けるだろうと考察している。
また、許汝苑(2010)19の実践 目標は子どもの思いやり・お互いに尊重すること・寛容 という行為
を培うことを目標に、子どもに正しい行為 はどのようなものかを問うという方法を用いている。研 究
の結果 、子 どもは討論する時や活動を行っている時、思いやりや寛容さ、互いの尊重といった
「正解」を導き出すことは出来たが、やはり現実場面では思いや り・お互いに尊重すること・寛容と
いう行為は現れなかったことを報告している。
子どもと人とのかかわり方を実践するため、楊淑恵(2009)20はまず達成 したい具体的な目標を
設定した。具体的な 目標 は1.幼児はほかの人の長所が言えること、2.仲間を褒めることができる
こと、3.ほかの人の気持ちに気づけること、4.自分の気持ちが表現できること、5.集団討論の時 に
ほかの人の意見が静かに聞けること。実践の方法 は表3を参照する。結果により、幼児は討論や
活動をした時、設定された具体的な 目標を達成したが、現実の生活で設定された具体的に 目標
とした行動は現れなかった。楊淑恵(2009)20はこの結果について、幼児園で子どものかかわりが
少ないため、期待された行動が観察されなかったと考察した。
1v《海 がこお ったら》とい う絵本 である。
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表3楊 淑 恵(2009)実 践 方 法
絵 本1v→ 感 想 発 表1vi→ 遊 びlvn→ 感 想 発 表2viii→絵 本2ix→ 感 想 発 表3x→
集 団 討 論xl→ 活 動1xi1→ 遊 び2xiii→感 想 発 表4xlv→ 活 動2xv→ 宿 題xv1
以上の研究結果により、生命教育を絵本 ・活動 ・討論 という方法で行う際、子どもは活動 ・討論
において教諭が期待するような行動をとったり、正しい答 えを発言することができる。しかし、子ど
もは学習したことを実際の生活の中では活かせなかった(黄玉純、2013・張家綾、2007・許汝苑 、
2010・楊淑恵、2009)。このように、近年、台湾 において広がりを見せつつある幼児園での生命教
育のあり方を検討する上で、具体的な生活状況に即した教育のあり方をあきらかにする必要があ
る。
v《箭鞄小牛》という絵本である。その絵本の概略は以下の通りである。顔 に矢みたいな印字があ
る牛がいた。その牛が学校へ行く時、友達にいじめられ、その牛は学校へ行きたくなくなった。し
かしその後、その牛の家族は全員で合唱団試合 に参加する。牛は歌が上手いため、有名な合
唱団に参加することとなった。その後 、その牛は人気のある歌手になった。
v1《箭鞄小牛》についての感想を発表する。
vii二人組で二人は教室の真ん中で握手しながら相手の長所を言う。
viii遊び1に ついての感想(ほかの人は 自分の長所を言う時、自分の感覚)を言う。
lx《是蝸牛開始》的という絵本である。蝸牛は豚に悪 口を言った。豚は悲しくなったため、ほかの
動物に悪 口を言った。その後、ほかの動物は蝸牛に悪 口を言う。蝸牛は悲しくなり、その時豚に
悪 口を言ったことを思い出す。その後、豚 に「すみません」と謝り、豚と仲良しになる。
x《是蝸牛開始》についての感想を発表する。
Xl《是蝸牛開始》の内容 について討論する。
xii二人組で相手の作った表情を言い出す。
xiii遊び1と同じである。
xiv遊び2について感想を発表する。
xv1.仲間の長所を言う時の様子を演じること。2.仲間の作った作品を褒める様子を演じること。3.
仲間の得意なことを褒める役を演じること。
xv'仲間の長所を描く
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第3節 鄭端容による生命教育概念と幼児期の生命教育実践
1979年小学校の校長鄭端容は生徒により良い教育を指導するため、教 育の本質がただ知
識 の伝達だけではなく、子どもたちが変化 の激しい社会 に入った際、自ら考え、判断し、行動で
きるような社会適応力を育成することが必要であると指摘した(張美雲、2008)21。また、鄭端容 は、
広義の生命教育は狭義の生命教育と社会適応力(表4)であると指摘した。狭義の生命教育とは
自分の命を大切 にすること及び、自分の理想的なライフスタイルを追求することである(張美雲 、
2008)21。社会適応力 は状況 に合わせるように行動や考え方を変えることができる力である。社
会適応力を向上させるため、知識 ・技能を習得し、規範意識と社会的スキルを育成することが必
要である(張美雲、2008)21。
表4生 命 教 育(張美 雲 、2008)21
'
!
ノ
、
、
、
?
?
?
?
・自分 の命 を大切 す る
・自分 の理 想 な ライ フ ス タイル を追 求
す る
・知識 と技 能 の 習得
'規範意識 → 社 会 適 応 力
・よ りよい人 間 関係
、
、
、
、
'
'
!
新北市 における幼児期の生命教育実践
先 の鄭端容 による生命教育概念をいち早く取り入れた新北市教育局 は、2007年幼児園の生
活 ・環境と幼児の特性を踏まえた《幼児期における生命教育の指導要領》を提出した。そこでの
生命教育は、「心身の健康」「人間関係」「規範の学習」「情意の陶冶」「知識の探索」(表5)という
5領域で構成され、それぞれの領域に応 じたカリキュラムが構築されている(新北市幼教研習畳
資訊 中心、2016)22。
特 にそこでは、先 に示 した幼児期 における生命教育の課題である具体的な人 間関係 の中で
の学びが実現されており、今後の台湾に於ける生命教育のあり方 に重要な示唆を与えるものとし
て高く評価されている。そこで本研究では、台湾新北市 において取組まれている幼児園での生
命教育の取り組みについて調査し、そのあり方を分析する。
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表5幼 児期における生命教育要領(新北市幼教研習畳資訊 中心、2016)22
内容 「心身の顯1 「燗 関係1 「規範の学習」 「情意の陶冶」 「知識の探索」
目的 元気で生き生きとして行動する 思いやりの心を持ち、互いに支姶 う 過ちを素直に改め、正直に明るい心を持つ 気齢」いてよいことなどに鮒 く 周囲の様々 な環境に騎 心や探究心
齢ってかかわる。
1朋るく伸び伸びと行動し、充実感1.幼稚園生活を楽しみ、自分のカで行動す拗 児園における生活のリズムが好き、 1,自然に触れて生活し、その大きさ、 1,身近な環境に親しみ、様 な々事象に興味
を味わう。 ることの充黙 艦 わう。 ノレー磁 びを体験する。 美しさに気付く。 や関心齢つ。
ねらい2,自分の体針 分に動かし、活動へ2,進んで身近な人とかかわり、愛情や信頼2.他の人々と支え合うことに楽しむ。相手 2,生活の中で、優しい心を持ちながら2,身近な環境に自分からかかわり、発見を楽
主体的・鞭 的に取り込む。 感齢つ。 の思っていることに鮒 く 人とかかわる。 しんだり、考えたりし、それを生活に取り入れよ
うとする。
3,蘇、安全な生活に必要な習慣3,ほかの人の意見を聞き、理解しながら、自3考えてから行動するというころ瀦 う。 3,生活の中でよいことや悪いことに気3,五感を通して感じたことや考えたことを自分
や態度を身にっける。 分の感情や意志を表現し、人とかかわること づき、よ娘 い人になりたい。 なりに表現して楽しむ。
の楽しさを味わ、人とかかわることの楽しさを
味わうことができる,、
4社会生活における望ましい習慣や態度
を身に付ける。
1,幼児園で先生と友達と触れ合1,先生や友達と共に過ごすことの喜びを味わ1,生活のリズムを身にっける。 1,季節により自然や燗 の生活に変1,自然環境に親しみ、自然と触れ合う申で
い、安定感齢って行動する。 う。 化のあることに気付き、言葉で表現す
る。
様 な々事象に興味や関心。
2,いろいろな遊びをし、その中で体2,集団の中で、自分で考え、自分で行動す2,基本的な生活習慣の形成を図るとともに、幼児2,身近な動植物に親しみをもって接2,自然などの身近な事象に関心をもち、わカ
働 かす。 る。 が他の幼児とのかかわりの中で他人の存在に気付し、生命の尊さに気付き、いたわったらないことを聞き、考える。
く。 堕,大切にしたりする,、
3,進んで戸外で遊び、運動を体験3,自分でできることは自分でする。 3,ルー磁 び群 んで体験する。 3,日常生活の中で自然の大きさ、不3.生活の中で、様 な々物に触れ、その性質や
し、充実感蛛 わう。 思讃(台風、膿 など)に気付き、畏仕組みに興味や関心舳つ。
敬の髄 抱く。
4,様々な活動に親しみ、楽しんで蝶 団で頼熱 たことを大切にする。 4,友達と楽しく生活する中できまりの必要性などに気4.人とのかかわりの中で、相手の気持4.身近な物や遊具に興味をもってかかわり、
取り組む。 付く。 ち(喜び、怒り、悲しみ、楽しみ、怖さ考えたり、試したりして工夫して遊ぶ。
など)に気付く。
5,活動に主体的として参加する。 5,先生や友達の言葉や話に興味や関心をも5,ほかの人との意見を食い違う時、互いに思いを主張5,人とのかかわりの中で、相手の悲し5,日常生活の中で簡単な標識、文字、数量、
ち、親しみをもって聞いたり、話したりする。 し、折り合い鮒 ける体験をする。 みを燃 し、思いやりの心梯 う。自分図形などに関心齢つ。
が好まないことはほかの人に対しても
してはならな!lことに気づく。
活動 6,先生と友達と瀦 に食事し、様々6,友達と積極的にかかわりながら喜びや悲し6,試行錯誤しながらよいことや悪いことに気づく 6.人とのかかわりの中で、相手の幸せ6.生活に関係の深い情報や施設などに興味
内容 な食べ物を食べてみる。 みを燃 し合う。 を自分の幸せと感じる。 や関心齢つ。
7,身の回りを清潔にし、衣服の着7,したこと、見たこと、聞いたこと、感じたこと7,共同の遊具や用具を大切にし、みんなで使う。 7.生活の中でよいことや悪いことを7絵本や物語などに親しみ、興味をもって聞
脱、食事、排泄など生活に必要ななどを自分なりに言葉で表現する。 知って礒 感や恥ずかしい気持ちなき、想像をする楽しさ鰍 わう。
活動を自分でする,、 どを持り,、
8,顯な生活のリズムを身にっけ8,親しみ舳って日常のあいさっをする。 8,生活の中で美しいものや心鋤 かす8,生活の中で必要な言葉が分かり、働。
る。 出来事に触れて、豊かな感性や表現
する力騰 。
9,よい生活習慣の仕方を知り、自分9,先生や他の幼児などの話に興味をもって 9,生活の中で諜 の楽しさや 9.感動したことや興味を持つことなどを自分な
たちで生活の場樫 える。 注意して聞くことを通して次第に話を理解す 美しさに気付く。絵本や物語などに親 りの言葉で表現する。
るようになっていく。 しみ、興味齢って聞き、想像を弄る楽
しさ躾 わう。
10,自分の懸 に関心齢ち、自己 10,友達と一緒に活動する楽しさを味わう。 10.音楽に親しみ、歌を歌ったり、簡単なリズム
防衛の方法を身にっける。 楽器鞭 ったりなどする楽しさ献 わう。
11,危険な場所、繊 な遊び方、 11.友達と楽しく活動する中で、共通の目的を 11,自分のイメー ジ抽 きや言葉などで
災害時などの行動の仕方が分かり、見いだし、工夫したり、協同したりなどした 表現したり、演じて遊んだりする楽しさを味わ
安全に気を付けて行動する。 後、互いにかかわりを深める。 う。
12,身近な人と親しみ、かかわりを深める。
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第四節 本論 の課題
2000年に生命教育が注 目されて以降、生命教育における能力を絵本を通して子どもに学習
させる教諭が多数であった。しかし、以上のような幼児期の生命教育実践では、絵本の読み聞
かせの後の集 団討論のなかで子どもたちは教諭が期待する答えを出すことはできるが、そこで
学習したスキルが現実の生活場面において現れることはなかった(黄玉純、2013・張家綾 、
2007・許汝苑、2010・楊淑恵、2009)。このことから、絵本を通して学習することの限界が明らかに
なったとともに、今後、人とのかかわりの中で社会的スキルを身につけるというような、子どもの生
活状況 に即した方法による指導が不可欠となる。
そこで本研究では、台湾の中でも先進 的な生命教育実践を行っている新 北市の教育委員会
が主導する『二人組』を用いた教育実践を紹介し、その実践構 造の分析を行い、効果的な幼児
期の生命教育のあり方について検討することを目的とする。
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第二章 方法
研究対象:
台湾の新北市の中和区におけるC小 学校付属幼児園のMク ラスを対象とした。Mクラスは4、
5歳の異年齢クラスである。男児14名、女児14名である。Mクラスは障害児が2名 いる。Mクラ
スでは3、4歳児異年齢クラスから4、5歳児異年齢クラス(Mクラス)へ進級する子どもが12名い
る。担任は2名 である。
日々の保育活動:
C幼 児園のクラスは時間割(表6)に沿って保育活動を行っていた。C幼 児園は「コv-・・ナー教
学」を中心とする幼児教 育を行っていた。教室により、いくつかの教育領域のねらいに応 じたコ
ーナーがあった。「コーナー教学」とは教室内でいくつかのコーナーを設置し、それぞれのコー
ナーに積 み木、道具、材料、人形などが備えられており、できるだけ幼児が主体的に使用し、操
作することができるようになっている。
戸外活動(10:45～11:20)で教諭の設定した活動をする。例えば子ども用の車に乗ったり、滑
り台で遊んだりした。幼児園の降園時間は16:00であるが、保護者 は15:30以降から子どもを迎
えることができるため、戸外活動(15:30～16:00)では、教室内で絵本を読んだり、おもちゃで遊
んだりすることが多い。
表6時 間割
時間 活動内容
7:30～8:00 登園・絵本を借りる
8:00～8:30 体操
8:30～9:10 朝食
9:20～10:45 コーナ ー教 学
10:45～11:20 戸外活動
11:20～11:50 コーナー教学で作った作品を紹介
11:50～12:40 昼ごはん
12:40～12:50 歯磨 き・周りの環境を整る
12:50～13:10 絵本を読み聞かせ
13:10～10:40 昼寝
14:40～15:00 寝起き
15:00～15:30 おやっ
15:30～16:00 戸外活動
16:00～16:10 順次降園
13
分析方法:
2016年8月29日から2016年11月29日C幼児園におけるMク ラスの保育記録の中で、①
二人組がどのように展開したか、②二人組で子どもと子どものかかわりかどう変化したか、③教諭
と子どもとのかかわりはどうであるか、という観 点から六つの実践事例を抽 出した。
倫理的配慮:
C幼児 園の訪問にあたっては、研 究 目的をC幼 児園の主任 に事前に説明し、了解した上で、
C幼児園を見学し、保育記録を得た。執筆にあたっては、Mクラスの教諭に作成した保育記録に
おける事例を利用する場合、改めて教諭の許可を得て実践例を日本語に翻訳した。また、翻訳
の内容を間違えないよう、中国語 と日本語ができる友人二人に協力を依頼し、翻訳の内容を確
認した。
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第三章 結果・考察
結果1:新北市における幼児園の生命教育実践の展開過程
小学校校長である葉瑞芳は台湾の生命教育を向上させるため、2007年平塚幼稚園を見学し
た。見学の際平塚幼稚園において、子どもたちがコミュニケーションや支え合いといった社会的
スキルを備えていたことを観察した(張美雲 、2008)21。そして、2008年から平塚幼稚園の保 育方
法をさらに理解するために、平塚幼稚園に3回 以上訪問し、教諭がどのように活動を展開するか、
またどのように子どもとかかわるのかを現場で見つつ学習するということを1週間にわたり行った。
また、台湾で平塚幼稚園のDVDを再三見ながら平塚幼稚園の保育方法を把握し、台湾の幼児
園の状況に応じて平塚幼稚園の保育方法を実践した。
以下では、平塚幼稚 園の保育方法を述べるとともに、その平塚幼稚園を見学してはいないが、
平塚幼稚 園実践の研修課程に参加し、平塚幼稚園のDVDや資料を見て学習した教諭 によるC
幼児園のMク ラスの実践事例について検討する。
平塚幼稚 園の保育
平塚幼稚 園の保育 目標 は幼児期の育ちをより確かなものにするため、人とのふれあいを基本
に据え、仲間を信頼し、物事に主体的 に取り組めるように一人ひとりが大事にされる集団を作る
ことを目指している(池田・星野、2005)23教育活動 は《生活活動》と《自主活動》と《課題活動》で
ある。《自主活動》とは 自由遊 びである。《課題活動》とは具体的な目標がある活動である。例 え
ば、「代かき」遠足、「動物園」遠足などである。園を見学した張美雲(2008)21は、平塚幼稚園は
自由遊びを中心とした保育を行っていると評価していた。
3歳児は入 園直後から、友達を意識する活動に取り組むため、遊んだ友達と二人組 になり、二
人で集合し座る、当番活動 、お弁 当という《生活活動》をする(大元、2012)24。《課題活動》では
二人組で相談し、協力する必要のある活動 を意 図的 に取り組む(張美雲 、2008)21。例えば、机
運びや積み木運びなどである。《生活活動》と《自主活動》と《課題活動》を通して、子どもたちは
相手のペースに合わせて動くことを学び、自分の気持ちを十分に伝 えながら、相手の姿や気持
ちをも知ることを学習する(張美雲、2008)21。
4歳児では、3～4人の集団(グループ)での活動が生活の基盤となる(岩井、2002)25。《課題
活動》ではそのグループで力を合わせでゲームをし、相談して一つのものを決める(岩井、2002)
25。《課題活動》の 目的として、4歳児 は自分の思いやつもりを相手に伝え、相手の意見も聞ける
ような仲 間関係を築くことである(岩井、2002)25。
5歳児は4～5人の小グループで生活の基盤になった。《生活活動》では動物小屋の仕事など
といった当番活動を交代で行う。《主題活動》では3歳児と4歳児に園の生活を教えたり、遠足に
連れていったりなどを行っている(張美雲、2008)21。
また、平塚幼稚園の教諭 は子 ども一人ひとりの気持ちを大切 にし、生活を子 どもたちに任せ見
守る姿勢をとる。なお、子ども同士のけんかでも、意見に食い違いが生じても、教諭 は子 ども同士
に自分の考えを話し合わせるとともに、適切な助言を出していたと指摘した(張美雲、2008)21。
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結果2:実践内容:
Mクラスの教諭 は平塚幼稚園の3歳児の保育方法 「二人組」を現場 に取り入れた。
入園式では、子どもたちがクラスの環境や幼児園の生活リズムになじみ、同じクラスのほかの
子どもたちと打ち解 けることを目標 にしている。二 日目、教諭 は進級してきた子どもと入園児をペ
アにして「二人組」を組んだ。「二人組」とは子ども二人が一組になり、幼児園の生活や各活動を
行うことである。生活の中ではご飯を食べたり、集合したり、トイレに行きたい時に仲間(二人組)
を誘って一緒に行ったりする。活動では戸外活動(10:45～11:20)の時間に二人組で教諭の設
定した活動をする。例えば子ども用の車に乗ったり、滑り台で遊んだりする。「コーナー教学」で
二人(二人組)は行きたいコーナーを話し合って決め、そのコーナーで二人がしたい遊びをす
る。
事例1(2016/8/29):【相手がいるということに気づく】
入園の第一 日目、母と離れたことで気持ちがまだ落ち着いてない子どもがいる。教諭はクラス
の気分を盛り上げるため、音楽を流し、子 どもと一緒にダンスをした。その後、「大風吹」ゲームXVII
のなかで 自己紹介した。
教諭は 「赤い服を着ているC君 」に声をかけた。クラスの子どもたちは首を左右 して 自分の
特徴とほかの人の特徴を見つける。C君は自信満 々で自分の名前を言って車を紹介した。クラス
の子どもたち全員が自己紹介をした後、教諭は子どもたちに「明 日ね、自分の好きなものを幼児
園に持って来て、ほかの子どもと一緒に遊んでいいよ。」と話した。子どもたちは教諭の言ったこ
とを聞いた後、とても嬉しそうに興奮していた。C君はみんなに「私は車を沢 山もっている。明 日
たくさん車を持ってくる。」と言うと、他の子どもも自分の持って来る物を伝え合った。
考察
この活動は幼児期における生命教育の領域 「人間関係」の活動内容で①先生や友達と共に過
ごすことの喜びを味わうこと、②集 団の中で、自分で考え、自分で行動することと⑤先生や友達
の言葉や話に興味や関心をもち、親しみをもって聞いたり、話したりすることを踏まえて、活動を
指導した。
この活動のなかで子どもは自分で考え、自分の名前や一番好きな物を相手に伝えた。このよう
ななかで、子ども同士で話しかけ合うことが多くなり、仲間と一緒 に活動する楽しさを感じていた。
しかし、子どもたちは 自分の好きな物を言うだけで、仲間の趣味の話に関心をもつ様子は見られ
なかった。
xvii「大風吹」ゲームとはまず、子どもたちが教室内で円になって座る。教諭 は「大風吹」といった
ら、子どもたちは「吹什麿」という。それから、教諭 はクラスである一人の子どもを探して、その子の
外見の特徴を言う。その子 は自分の名前と好きなものを紹介した後、ほかの子の特徴を言うとい
う方法で遊iぶ。
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事例2(2016/8/30・9/1):【幼児園生活を安心して過ごせる環境 】
「小主人 ・小天使」xviiiというゲームのなかで二人組を組む。教諭 は「小主人・小天使 」というゲ
ームを紹介して、在園児(進級した子 ども)と入園児をペアにして二人組になった。また、二人で
話し合って自分の好きな席を取った。
「小主人 ・小天使」ゲームの最 中、小主人であるKち ゃん(在園児)は小天使であるBち ゃん
(入園児)を連れて水を飲みにいった。また、Bちゃんがトイレに行きたい時、KちゃんはBち ゃん
の手を引き、教諭 に「Bちゃんと一緒にトイレに行ってもいいの?」と聞いた。
翌 日の朝、Bちゃんが母と離れたことで寂しく泣き続けていた。教諭はお母さんごっこをして遊
んでいたKち ゃん(二人組)を見て、Bちゃんに「お母さんごっこをして遊ぶ?」と聞いた。Bちゃ
んは泣きながら首を横 に振った。その後 、集合して手を洗う(昼ご飯の前)時にKち ゃんはBち ゃ
んの手を繋いで一緒に集合して手を洗った。KちゃんとBちゃんは昼ご飯を食べ終わり、お母さ
んごっこをして遊んでいた。
三 日目、Bちゃんは母と離れると再び大泣きをした。教諭はBち ゃんに「Kちゃんと遊ぼう」と聞
く。するとBちゃんは泣き止みうなずいた。
考察
この活動は幼児期における生命教育の領域 「人間関係」の活動 内容で①先生や友達と共 に過
ごすことの喜びを味わう、②集 団の中で、自分で考え、自分で行動する、③ 自分でできることは
自分ですると④集団で頼まれたことを大切にすることを踏まえて、活動を行った。
教諭は子ども同士のかかわる機会を意 図的に設定し、仲間関係を作っていた。また、二人組を
通して入 園児の不安を解 消し、入園児も早めに幼児園の生活になれ、仲間(二人組)と一緒に
遊ぶことができた。
xviii「小主人 ・小天使」とは在園児(進級 した子 ども)は小主人である。入園児は小天使である。これは
在 園児 が入 園児 の世話をするということである。例えば、水を飲 むとき、教諭 の説明をせずに、小主人
(在園児)は小 天使(入園児)を連れてコップの置き場 に行き、コップをもたせ、水を飲 ませる。
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事 例3(2016/9/7～9/12):【二人組 を超 えた話 し合 い】
子どもたちは二人で手を繋ぎ、集合してトイレに行く。ところがA君 はBの 手を繋がない。教諭
は「なんでB君 の手を引かないの?」と聞く。A君は「臭いから。」と言った。教諭は「うん。私が、
チェックするね。」といった後、B君の体を嗅ぐ。教諭はA君 に「これは汗の匂いだよ、早く手を繋
ぐ。」と言った。だが、A君はどうしてもB君 の手を繋がなかった①。教室に戻ると、教諭はB君 の
そばにいき、B君に「最近、誰とお風呂に入ったの?」と聞いた。B君は「私(一人で)。」と答えた。
教諭は 「お母さんは?」と聞いたが、B君は何も言わなかった。B君のお母さんがお迎えにきた
時、教諭 はB君 のお母さんに「今 日ほかの子どもがB君 の体の匂いに気がついてましたよ。昨 日
B君 はお風呂に入りましたか?」と聞いた。B君のお母さんは 「すみません。最近仕事が忙しくて、
B君 自分でお風呂に入りました。」と答えた。教諭は「そうですか。忙しくてもできれ ば、B君がお
風 呂から上がった時、B君の体をチェックした方がいいよ。」と言った。翌 日、B君の体の匂いは
なくなっていたが、A君はまだB君 の手を繋がなかった。教諭 は「どうしてB君 の手を引かない
の?」と言った。A君が 「臭いから。」と言った後、教諭は再びB君 の体を嗅いだ。教諭が 「臭くな
いよ」と言ってもA君 は「臭い」と言う。教諭 は周りのC君 とDちゃんに「B君の体はどう?匂いが
あるの?」と言った。C君は何も言わず、首を横に振った。DちゃんはB君 の体を嗅いだ後、「うう
ん、どうして?」と言った。A君は何も言わなかった。そのあと、A君はB君 が臭いとは言わなかっ
たが、まだB君 の手を繋こうとはしなかった。
ある日、B君は午睡後、起きるのが遅かったため、布団を片付けないままトイレへ向かった。そ
れを見ていたA君 はB君 の布団を片付け始める。ちょうどその時に教室に戻ってきたB君 は、A
君のそばに行き「ありがとう」と言った②。
考察
教諭 は始め下線①において、A君の気持ちに共感せず、活動にのるよう促した。しかし、A君
が再度それを拒否したことに対して、二つの行動をとった。一つは、B君の母親へ働きかけ、B君
がきちんとお風呂に入り体の匂いをとるように促 したことである。母親 にB君 の園での様子を伝え、
忙 しい母親の気持ちを受 け止めつつ、B君のお風 呂の時間にも関わりを持ってもらえるよう促し
たことで、B君は体をきちんと洗うことができ、匂いについて改善することができた。
もう一つは、B君の匂いがなくなっても手をつなごうとしないA君 に対して、教諭は周 りにいた
C君 とDちゃんの意見を聞いている。それをA君 に返すことで、その場では反応 のなかったA
君であったが、下線②において、B君の布 団を直した場面を見てわかる通り、B君への態度が変
わっていた。
このように、クラスの問題が発生した際、教諭はA君 とB君の個人の問題として対処するのでは
なく、それをクラスの問題として、周 りのみんなに意見を求め、一緒に話し合い、問題を解決して
いた。
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事 例4(2016/10/10):【互 いの思 いを代 弁す る】
コーナ ・一・一教 学の時 間 、Fちゃん はトイレに行きたくなる。そこでEち ゃん を誘 った。しかし、Eち
ゃんは楽 しく積 み 木で遊 んでいたため 、「いか ない。」と答 えた。FちゃんはEち ゃん の服 を択 って
も、Eちゃんは遊 び に集 中していた。すると、FちゃんはEち ゃんのそば で声 を出さず に泣 き、そこ
で おしっこをもらしてしまう。教諭 はFち ゃん に 「どうしたの?」と聞いていると、遊 んでいたEち ゃ
ん が教 諭 のことに気 づ く。Fちゃんは 「Eちゃん …一緒 に行 …ない。」と言 った。教諭 はFち ゃんと
Eち ゃんを見 ながら、「Eちゃんと一 緒 に行 かないんだ。」と言 った。Eちゃん は小 さな声で 「遊 び
たいから」と答 えたが、Fちゃんは泣きなが ら、「Eちゃん が行 きたい とき、行 った.」 と言 った。
① 教諭 が 「そっか 、Eちゃんが行 きたいとき、(Fちゃん は)行ったんだ.」 と言った後 、Eちゃんと
Fちゃんを見て 「どうす れ ばいいの?」 と言 う。Eちゃんは 「Fちゃんのズボンを持 ってくる」といっ
た。
考察
教諭 はFちゃんとEちゃんにお互いの言い分を話させる環境を作った。それから、教諭 は双方
の意見を聞き、子 どもの気持ちに共感 し、相手の言葉を代弁していた。当時、Fちやんは 自分で
考えたことを自分なりに言葉にし、表現した。(下線①)
事 例5(2016/10/27):【初 めて思い を主 張する】
B君 は気 が強いため 、AちゃんはよくB君 の決 めたコー ナー で遊 んでいた。
ある日Aち ゃんとB君は行 きたいコー ナー を相 談 していた。B君は 「手作 りコー ナー に行 きたい」と
言 った。Aちゃんは 「ぬいぐるみ コー ナー に行 きたい」と言 うが 、B君は 「きょう必ず 手 作 りコーナー
に行 く」と言 った。それ でもAち ゃん は 「ぬ いぐるみ行 きたい」という。その時 、ほか の子 どもたちが
遊 んでいる様 子 を見てB君 は 「手作 りコーナ ー」と言 う。だが 、Aちゃんは 「昨 日、手 作 りコーナー
行 った、面 白くない。」と言 う。B君が 「手作 り一」と言うと、Aちゃんは 「ぬいぐるみ」と言 う。その状
況 は30秒 くらい続 いた。その後 、B君は 「....明日、絶対 手 作 りコー ナv・一を行 くよ」と言 った。
考察
AちゃんはこれまでB君 の行きたい場所や要求に合わせて行動していたが、今回 自分のやり
たいことや考えたことをB君 に伝えた。このAち ゃんの行動をきっかけに、初めてAち ゃんとB
君の間にすれ違いが生じる。B君も最初 は負 けじと自分の主張をし続けていたが、初めて反発し
てきたAちゃんの思いに押され、B君は譲る。このように、Aちゃんが主張を曲げなかったことによ
り、B君自身、Aちゃんにも考えがあることに気づき、自分の主張を抑制して、Aちゃんの意見を
受け止めようとできたのである。
これは、これまで教諭がトラブルが起きた時、その都度お互いの思いを引きだし話させるような
働きかけを行っていた土台があったため、これまでB君 の主張に合わせていたAちゃんも自分の
思いを主張することに挑戦できたと考えられる。
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事例6(2016/11/08):【協同的な行為】
積 み木コーナーで台北101を作っていたC君 とD君 がいた。BちゃんとKちゃんは高い積
木を見て、D君に「一緒に遊んでいい?」と聞く。C君はD君 を見ながら「いいよ、いいよ、積み木
が多くなるから。」と答えた。DちゃんはKち ゃんに「積み木が高すぎるから、助 けて?」と言った。
Kちゃんは台北101を見守りながら両手で木を抱くように丁寧に積み木を守った。C君は積み木
でもっと高く積みたいため、「椅子の上に立てばもっと高くなる」と言った。D君は 「テーブル、テー
ち良～ビはテニブ止の上に立2て積 ろ』木を積慮だ義.ちやん は台北 ユ9工.塑倒劃ないよう.に)一画壬
で守った②。.Bちゃんは積でいた積み木を見ながら、「高～!」と言い、みんなは作業を一時止
考察
子 どもたちは共通の 目標 に向かって、力を合わせながら助け合って取り組む。また、下線①の
ように 自分のや りたいことを一緒に遊んでいる仲間に伝え、理解 し合った上で作業を進めている。
さらに、下線②では子どもたちは 自分の役割をそれぞれが感じ取り仲間から頼まれたことを大切
にして作業を進めていた。
共通の 目標をもち、自分のしていることや思っていることを言葉 にして伝え合い、子ども同士が
深くかかわりあいながら遊びを進 めていることが分かる。みんなで力を合わせて作り上げる良さを
感 じ、その楽しさも感じているようだ。
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総合考察
① 本研 究の成果
クラスは3か月間という短い期間ではあったが、自己主張できず相手の思いに合わせてばかり
いた子どもたち、また反対 に自分の主張ばかり押し通していた子どもたちが、徐々に相手の思い
に気づき、自己主張し始めたり、相手の思いに寄り添い譲ったりするような姿が見られるようにな
ってきた。
そのようなクラスの姿に変化してきた背景には、保 育者が一人ひとりの思いを引きだし、子ども
達の代わりに代弁しながら、話し合いのできる環境を作っていくことができていたためである。ま
た、個々の問題をその中で解決するのではなく、時にはクラス全体に返しながら話し合いを進め
ていくことも行っていた。子ども達の関係 はつながり始め、個 々で遊ぶ姿の多い台湾の幼児教育
現場の中でも、みんなとつながり遊ぶという姿も見られるようになっていた。
② 生命教育への貢献
最初 、教諭たちは二人組みをどのように台湾の保育現場に位置付けるかを大きな課題 として
いた。当時、教諭 は「コーナー教学」の時間に限り二人組を実施した。だが、まだ子どもたちは仲
間の存在を意識しない、自分の気持ち・思いは主張するが仲 間の意見を聞かない状況があった。
その際、再度教諭たちは平塚幼稚園のDVDを何 回も見ながら、改善の方法を検討した。
今回教諭 は、子どもたちが友達との関係性を築くため、意図的に「二人組」を通して幼児の生
活 ・活動の基盤をつくっていた。その 「二人組 み」を実践したところ、子どもたちの中に友達との
葛藤が生まれ、トラブルも増えたが、二人で毎 日活動 ・生活していくことで、子どもは徐 々に自分
と異なる仲間の存在を知り、仲間と共に生活 ・活動していくために、自分の考えを言ったり、仲間
の考えを聞いたりするなど、仲間とかかわりながら仲間の存在を意識していく姿が見られるように
なった。そして、子どもは相手の思いがあることを知り、自分とは違う相手の思いを受け入れると
いうことも体験した。また、「コーナー教学」で仲 間とのかかわりを深める中で、話し合いを通して、
仲間の気持ち・考えを理解し、共通の目標に向かって工夫したり協力したりして活動する楽しさ
を味わう姿が見られた。
このように園の全体的な生活 ・活動の中に「二人組み」を取り入れることで、子どもは 自分の考
えを主張する機会が増え、友達と言葉でやり取りするなかで、相手にも思いがあることを知り、仲
間の考えを受け入れることを身 につける。また、仲間とのトラブルが発生する際、子どもは 自分の
思いを主張するだけではなく仲間の考えを聞くことで、自分の行為や考えを調整し、仲間と一緒
に問題解決することができていた。つまり「二人組」という活動を通して、子どもは言葉 による表現
力 ・思考力・問題解決力を伸 ばすことが明らかになった。
③ 普及に向けた課題
これまでの台湾の生命教育では、絵本を使った方法論 が頑なに「良い方法」とされているなか
で、この「二人組み」による活動は、仲間との関係 を通して子ども達 自身の行動や思考 に影響を
与え、絵本による方法では現れなかった子ども達の姿が見られるようになった。このように本研究
では絵本による方法だけではない多様な方法論のあり方を提示することができた。また、この実
21
践 はその効果に可能性を感じた台湾の保育者にも受け入れられつつある方法になってきてい
る。
ただし、この方法の普及にはまだまだ課題がある。そもそも、対話的関係、民主的な関係が台
湾の保育文化の中ではこれまでなかった。この「二人組」という保育方法を台湾の保育現場で継
承していくためには、幼児園の教諭たち相互の連携 により指導方法を深 めるとともに、その価値
を他の教諭たちとも共有していく必要がある。
台湾の保育には特に、こうした価値を共有する仲間(保育者仲間)の繋がりがない。日本 には
保育問題研 究協議会のような、保育実践を率直に議論し合う共同体がある。保育者 自身が、民
主的な議論が出来ない状態では、子 どもに話し合いをさせても、表面的なものに留まってしまう。
こうした教師文化を創ることが現在の台湾の保育現場には重要なのではないか。そのなかで、実
践事例やその際起きた問題について話し合い、議論していくことで、より良い幼児期 における生
命教育の指導方法が導き出されるといえる。
最後 に、台湾の実践記録は 日本の保育現場で行われているものと比べると格段に内容が薄
い。そもそも、記録を丁寧につける文化がないということかもしれないが、それであれば、研究者
が一緒に入って実践記録をまとめていくような作業が必要となる。
また、こうした保育をうけた子 どもたちが小学校 にいき、その後、どのような子どもに育つのかと
いうことも見ていく必要がある。そうした長期的な研究 により、「二人組み」等の活動が子どもたち
に与うる影響を提示できるとともに、小学校、中学校との連携 にもつながっていく。
また、このような子 どもの変化 は親も気づいているはずである。ただし、喧嘩が多くなったとい
った否定的な評価 になっている可能性もある。こうした子ども達の姿を保護者 がどのようにとらえ
ているのか、また保護者 に対してどのようにして、こうした「価値」を伝えているのかも研究課題で
ある。
④ 今後の課題
「幼見園教保活動課程暫行大綱(保育園 ・幼稚園教育要領)」では、子どもの 自由遊びを重視
し、遊びを通して子どもが物事を学習することを指摘してはいるが、台湾の幼児園の保 育は自由
遊びの時間がない園が多数である(教育部全球資訊網、2015)。本稿の実践事例による二人組
では、子どもたちが遊びや活動のなかで、友達との問にトラブルが起きたり、そこで問題を解決し
たり、或いは協同で何かを作っていくなかでたくさんの楽しさを味わい、それを仲間と共有するこ
とができていた。このような子どもたちが相手とコミュニケーションの取り方を学んでいるような姿が
表れていた。しかし、台湾の幼児教育では、そのような遊びを中心にして子どもの能力を育成し
ようと考える保育園は少ない。そのため、今後、台湾の幼児園における自由遊びを中心とした二
人組の実践を探究したい。
また、本研究は今 回保育記録 による「二人組」の実践方法とそれによる子どもの変容を分析し
た。ただし、保育記録による教諭 の気 になる点やその方法で対応する理 由が捉えられない。そこ
で、今後教諭 にインタビューして教諭の考え方や指導方針を深く把握し、その保育方法を理論
化することで若い教諭 に対する生命教育の指導の見本とすることで、保育現場で活かすことがで
きると考えられる。
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また、遊びや友達とのやりとりを通しての経験が重視される「二人組」という保育方法 について、
子どもの知識を重視する保護者への対応は不可欠である。さらに、「二人組」を実施する幼児 園
は教諭による「座学」での教科学習が中心になる小学校に進学する適応問題を防ぐため、対策
方法をも検討する必要がある。
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